




























































































































































































































































































































































































































































会事業座談会」『朝鮮社会事業』第 8 巻 10 月・11
月合併、1930 年、40 頁上内彦策の発言）
1930 年、朝鮮総督府社会課長の職にあって、
新任の上内彦策は座談会でこう述べています。こ
の時期、社会事業のなかには社会教化が位置づけ
られていました。上内は植民地において道徳や倫
理を説く社会事業や社会教化事業に基本的矛盾を
感じていたと推察されます。
また、戦時下の日本や満州、朝鮮半島、台湾な
どにおいて児童保護事業を行った社会事業家達
も、戦時体制下での子どもの保護と国策への加担
という矛盾に満ちた実践に直面することになりま
した。これもまた、社会事業のもつ福祉性と政治
性を示す事実で、こうした社会事業や社会福祉の
もつ多面性をもふくめて、われわれは歴史研究の
なかで明らかにしておくことが必要です。
以上、戦時下および植民地体制下を例に、社会
事業が直面した課題のほんの一部について述べて
きました。歴史研究では大きな見通しを得るため
に、史資料に基づきつつ大胆な歴史解釈をおそれ
ずに「ビッグピクチャー」を描くことが必要です。
一方で細かな事象に目をこらし、微細な人々の肉
声「つぶやき」をとおして人間の心の有り様を理
解すること、そしてそれを社会福祉という制度設
計や実践に活かすように心がけること、同時に微
細な細部の記憶を大切に扱い、大きな歴史の把握
と解釈に常に修正を加えていくことが大切です。
また社会福祉は倫理や社会正義と強く結びつい
ている領域ですが、その実践のメカニズムは、社
会的な力関係や政治性に深く支配される社会事象
でもあります。この事実を冷静に見極めることも、
社会福祉の歴史研究に課されている課題といえま
す。
6．まとめ
　当初のタイトル「歴史研究という方法論－社
会福祉研究におけるその有効性と可能性－」にみ
あったエッセーとは言い難い内容になりました。
「社会福祉学」はその研究に有用なものであれ
ば、各人の興味にしたがってさまざまな発想を受
けいれ、周辺科学を取りこむだけの深い懐をもっ
ているはずです。科学という思考のツールを共有
しつつ、社会福祉学を豊かな学術に育て上げてい
くことが、研究の醍醐味であり、われわれに課せ
られた使命ではないかと思います。
研究とは、たいへんな集中力と体力とを必要と
する営みですが、研究をとおして行われる学問、
学術の真剣勝負ほどおもしろいものはない、とい
うのがようやくに到達することができた筆者の近
年の想いです。そして当面する筆者の課題は、社
会福祉という価値、思想、政策、実践がユーロ圏
から世界に拡大してきたことから、これに対し、
歴史研究という方法論
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東アジア社会からの福祉文化の積極的発信をすす
めたい。そのためにも、歴史研究の枠からはみ出
し、現在とり組んでいる子どもの心療施設のソー
シャルワーカーさんとの共同研究をとおして、
ソーシャルワーカーのモノグラフを深めつつ、こ
の国とアジアの福祉的支援のあり方、ありように
「新たな風」をふかせたいと考えているところで
す。
